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目
太
・
中
國
畢
・
會
一
報
　
　
臨
弟
四
十
⊥
ハ
鑑
小

叩
八
○

魯
迅
「
傷
逝
」
に
至
る
回
想
形
式
の
軌
跡

　
　
　
一
猫
白
と
自
由
間
接
話
法
を
中
心
に
ー
ー

中
里
見

敬

O
　
は
じ
め
に

　
魯
迅
の
小
説
の
中
で
と
り
わ
け
墨
壷
と
解
毛
に
ぼ
ら
つ
き
の
見
ら
れ
る
も
の
と

し
て
、
「
傷
逝
」
（
『
彷
径
』
所
牧
）
を
學
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
こ
十
年
あ
ま
り
の
日
本
の
「
傷
逝
し
研
究
は
、
作
者
の
傳
露
華
事
由
を
作
品

蒙
塵
た
用
い
た
三
寳
政
美
氏
の
論
を
出
襲
黙
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

　
ユ
　る

。
こ
れ
に
緩
し
て
、
丸
山
昇
氏
と
北
岡
正
子
氏
は
、
い
ず
れ
も
時
代
背
景
や
作

者
の
傳
記
に
よ
っ
て
作
贔
を
解
思
す
る
方
法
を
批
下
し
て
、
テ
ク
ス
ト
に
邸
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　

分
析
を
實
翻
し
て
い
る
。
一
方
、
中
井
政
喜
氏
は
よ
り
詳
細
に
時
代
背
景
を
探

塊
、
最
近
の
清
水
賢
一
郎
氏
は
周
作
人
の
豊
津
の
獲
見
を
契
機
と
し
て
、
再
び
傳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
　

記
的
事
實
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
論
が
中
傷
で
の
研
究

を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
こ
う
し
た
研
究
の
流
れ
か
ら
、
作
品
の
物
語
内
容
を
、
作
家
の
傳
記
な
ど
外
在

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
關
わ
ら
せ
て
論
じ
る
か
、
そ
れ
と
も
作
晶
内
部
の
問
題
と
し

て
論
じ
る
か
と
い
う
、
二
つ
の
傾
向
を
営
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
作
話

自
陣
を
重
親
す
る
丸
山
氏
と
北
岡
氏
の
論
に
お
い
て
も
、
語
り
の
錯
綜
な
ど
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
ト

な
指
摘
は
あ
る
も
の
の
、
な
お
圭
と
し
て
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
物
語
内

容
に
癒
し
た
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
い
か
に
書
か
れ
て
い
る
か
と
い
う
テ
ク

ス
ト
の
形
式
、
な
い
し
は
言
葉
そ
の
も
の
へ
の
考
察
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
の
立
場
と
し
て
、
物
語
内
容
よ
り
も
物

語
言
説
そ
の
も
の
、
テ
ク
ス
ト
の
言
葉
そ
の
も
の
を
研
究
の
封
象
と
す
る
立
場
が

想
定
さ
れ
え
よ
う
。

　
中
國
文
學
史
の
中
で
魯
迅
を
見
る
と
き
、
魯
迅
の
テ
ク
ス
ト
の
形
式
が
、
そ
れ

以
前
の
小
説
の
形
式
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
實
に
驚
嘆
さ
せ
ら

　
　
お
　

れ
る
。
中
國
の
近
代
小
説
は
、
魯
迅
と
い
う
作
家
の
思
想
・
縞
蚊
に
加
え
て
、
あ

る
い
は
む
し
ろ
そ
れ
以
上
に
、
新
し
い
表
現
の
形
式
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の
だ
と

も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
観
黙
か
ら
、
「
傷
逝
」

を
中
心
と
す
る
、
魯
迅
の
一
連
の
「
我
」
が
回
想
す
る
形
式
の
テ
ク
ス
ト
を
考
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
魯
迅
そ
し
て
中
國
近
代
小
説
の
一
側
面
に
光
を
起
て
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。囲

　
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
時
間
の
二
系
列

　
考
察
に
先
立
っ
て
、
分
析
の
方
法
を
提
示
し
て
お
く
。

　
語
り
手
が
過
去
の
出
來
事
を
語
る
場
合
、
語
り
手
の
厨
す
る
現
在
の
時
間
と
、

語
り
手
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
過
去
の
時
間
と
い
う
、
二
つ
の
系
列
の
時
闘
が
テ
ク

ス
ト
に
存
在
す
る
。
語
り
手
の
押
す
る
現
在
と
は
、
語
り
手
が
物
語
を
語
る
場
で



あ
り
、
こ
れ
を
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
Ω
禽
鶏
島
Ω
窪
①
暮
①
は
物
語
行
違
舜
撲
鉾
ご
麟
と

命
名
し
た
。
一
方
、
語
り
手
に
よ
っ
て
語
ら
れ
る
出
隅
事
、
す
な
わ
ち
作
中
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
　

の
逃
す
る
場
は
．
物
語
内
容
ぼ
ω
8
綜
①
と
呼
ば
れ
る
。

　
物
語
行
爲
／
物
語
内
容
の
匠
別
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
言
語
學
者
．
ハ
ソ
ヴ
ェ
ニ
ス
ト

め
露
密
じ
ご
Φ
⇔
＜
Φ
巳
馨
Φ
の
指
摘
す
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
ム
謎
8
鐸
話
／
イ
ス
ト
ワ
ー
ル

ぼ
馨
○
酵
①
と
い
う
言
語
の
二
面
性
に
巽
鷹
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
が

「
あ
る
時
黙
に
生
じ
た
壁
心
を
提
示
す
る
」
の
に
擁
し
て
、
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
は

「
話
し
手
と
聞
き
手
を
想
定
し
．
し
か
も
前
者
に
お
い
て
な
ん
ら
か
の
仕
方
で
後

者
に
影
響
を
與
え
よ
う
と
す
る
意
圖
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
言
表
行
楽
」
と
定
義
さ
れ

　
　
　
ヨ
　

て
い
る
。
　
一
方
、
ド
イ
ツ
の
ヴ
ァ
イ
ソ
リ
ヒ
¢
熟
覧
峯
ミ
Φ
ぎ
誌
。
プ
は
、
説
明
の

時
欄
び
霧
鷲
の
。
ゲ
。
昌
9
日
⑦
讐
唱
離
ω
／
語
り
の
時
制
霧
鼠
霞
①
鄭
阜
目
①
露
℃
郎
の
と
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

語
こ
そ
異
な
る
も
の
の
、
同
様
の
匿
別
を
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
言
語
に
特
有

の
二
面
性
が
、
物
語
行
書
と
物
語
内
容
と
い
う
二
つ
の
相
を
混
辱
な
く
提
示
し
．

そ
の
た
め
に
物
語
を
語
り
／
物
語
が
語
ら
れ
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
／
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
芦
別
は
、
形
態
歯
固
を
惑
う
テ
ン
ス
の
膿

系
を
有
す
る
言
語
に
お
い
て
は
、
テ
ン
ス
に
よ
る
識
別
が
規
則
的
に
可
能
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

う
え
に
、
さ
ら
に
指
示
子
に
も
一
定
の
規
則
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
形
態
攣

化
の
な
い
中
底
語
に
お
け
る
形
式
的
識
別
の
指
標
と
し
て
は
．
時
間
の
指
示
子
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　

最
も
有
効
で
あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
こ
で
、
語
り
手
が
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
二
系

列
の
時
間
を
指
し
示
す
場
合
に
用
い
る
．
時
間
の
指
示
子
に
つ
い
て
整
理
し
て
お

く
こ
と
に
す
る
。

　
語
り
手
が
物
語
行
騰
の
時
間
を
指
す
と
き
に
用
い
る
の
は
、
「
現
在
」
を
中
心

と
し
た
、
「
昨
天
～
今
天
～
墾
天
」
と
い
う
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
特
有
の
指
示
子
で

あ
る
。
そ
れ
に
饗
し
て
、
物
語
内
容
の
時
間
を
指
す
と
き
に
は
、
「
劇
薬
」
あ
る

魯
迅
「
傷
遙
」
に
至
る
回
想
形
式
の
軌
跡

い
は
「
這
時
候
」
を
中
心
と
し
た
、
「
前
潤
一
此
日
～
際
物
」
「
前
一
天
～
這
一
天

一
中
二
天
」
と
い
っ
た
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
に
特
有
の
指
示
子
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
二
り
の
系
列
は
基
本
的
に
混
同
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
濁
澄
し
た
系
列
と

し
て
個
別
の
時
間
軸
を
形
成
す
る
。
そ
の
結
果
、
中
國
語
に
お
い
て
も
他
の
言
語

と
同
様
に
、
物
語
言
説
か
ら
物
語
内
容
と
物
語
行
爲
と
を
混
同
せ
ず
に
匿
節
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
以
下
の
各
章
で
は
、
時
間
の
指
示
子
の
使
い
分
け
の
分
析
に
よ
る
、
物
語
内
容

／
物
語
行
爲
の
識
別
と
い
う
作
業
を
通
し
て
、
魯
迅
の
一
連
の
語
り
手
「
我
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
だ
　

回
想
す
る
テ
ク
ス
ト
を
考
察
す
る
。

二
　
語
る
語
重
手
の
「
我
」
／
語
ら
れ
る

踊
扇
人
物
の
「
我
」

　
魯
迅
の
黙
読
が
持
つ
濁
特
の
野
情
は
、
語
り
手
が
過
去
を
回
想
す
る
と
い
う
形

式
に
そ
の
多
く
を
負
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
本
章
で
は
ま
ず
、
時
間
の
指
示
子

の
規
範
的
な
使
い
分
け
に
よ
っ
て
、
物
語
行
爲
と
物
語
内
容
と
が
現
確
に
匿
別
さ

れ
る
例
と
し
て
、
「
孔
乙
嬉
し
と
コ
件
小
事
」
を
取
り
上
げ
る
。

　
（
　
）
　
「
孔
乙
巳
」

　
「
三
郎
己
」
は
、
語
り
手
「
我
」
が
現
在
か
ら
、
二
十
年
あ
ま
り
前
の
出
動
事

を
思
い
出
と
し
て
回
想
す
る
と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形
式
で

は
、
語
り
手
の
護
話
す
る
「
現
在
」
と
い
う
指
示
子
は
必
ず
物
語
行
脚
の
現
在
を

指
し
、
物
語
内
容
は
「
二
十
多
年
前
」
の
よ
う
な
イ
ス
》
ワ
ー
ル
の
指
示
子
に
よ

っ
て
表
さ
れ
る
。

　
○
…
這
是
二
十
多
年
前
里
事
・
現
在
毎
碗
暴
挙
到
十
文
・
　
　
　
（
繭
◇
o
騨
．
¢
ゆ
）

　
　
　
　
　
　
く
　
お
　

　
○
所
以
至
愚
遽
記
得
。
（
潟
ら
。
α
」
）

　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
　

　
○
難
壁
現
在
終
於
没
有
見
ー
ー
大
約
孔
乙
巳
的
確
死
了
。
（
蕊
G
◎
．
這
）

一
八
繍



円
【
太
・
幽
丁
丁
豊
ス
曾
閑
報
　
　
篤
型
四
十
山
ハ
建
串

上
に
畢
げ
た
三
例
の
「
現
在
し
「
至
愚
」
と
い
う
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
指
示
子
は
、

い
ず
れ
も
物
語
行
爲
の
時
間
を
指
し
て
お
り
、
回
想
さ
れ
る
二
十
年
前
の
物
語
内

容
の
時
間
と
は
っ
き
り
語
別
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
テ
ク
ス
ト
全
盤
は
、
回
想
す

る
語
り
手
の
現
在
か
ら
回
想
さ
れ
る
二
十
年
前
の
世
界
へ
移
行
し
、
再
び
回
想
す

る
現
在
へ
回
漏
す
る
と
い
う
放
物
線
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　
（
二
）
　
「
　
件
小
事
」

　
同
様
に
二
件
小
事
し
で
も
隔
物
語
行
李
の
現
在
を
指
す
の
に
は
「
至
今
」

「
現
在
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
○
但
有
一
件
小
事
・
却
於
我
有
意
義
・
將
我
從
壌
訳
業
裏
施
開
・
使
我
至
今
忘

　
　
記
不
得
。
（
ま
G
◎
の
窃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

　
○
繕
事
到
了
現
在
・
荒
忙
時
時
記
起
。
（
ホ
⑩
』
潟
）

　
一
方
、
物
語
内
容
の
黙
黙
は
、
次
の
よ
う
に
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
の
指
示
子
「
這

時
」
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
て
い
る
。

　
○
我
這
時
突
然
感
到
一
種
異
様
的
感
壁
・
贅
得
他
漏
身
灰
塵
的
後
影
・
刹
時
高

　
　
大
了
・
而
土
穿
走
愈
大
・
須
仰
覗
縷
見
。
（
蕊
㊤
。
簿
）

　
○
我
的
活
力
這
時
大
約
有
些
凝
滞
了
・
早
着
没
有
動
・
墨
守
有
想
・
直
到
看
見

　
　
分
葱
所
裏
走
出
一
個
巡
警
・
縷
下
品
車
。
（
ま
⑩
。
峯
）

た
だ
し
、
次
の
例
は
、
傳
達
動
詞
「
駕
し
に
置
く
被
傳
達
部
が
話
法
と
な
っ
て
お

り
、
「
現
在
」
と
い
う
指
示
子
が
、
物
語
行
爲
で
は
な
く
て
物
語
内
容
の
時
黙
を

指
す
特
殊
な
例
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
　

　
○
我
想
・
我
眼
見
伽
慢
慢
倒
地
・
忽
塵
會
捧
壊
咤
・
装
腔
作
勢
罷
了
・
這
眞
可

　
　
憎
悪
。
車
夫
多
事
・
也
正
是
認
討
苦
情
・
現
在
伽
自
己
想
法
去
。
（
蕊
P
窃
）

話
法
の
被
傳
達
部
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
ス
ク
1
ル
の
指
示
子
が
、
語
り
手
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
も
　

く
作
中
人
物
の
瑳
話
に
由
來
す
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
現
象
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

は
後
述
す
る
自
由
間
接
話
法
の
問
題
と
關
毒
し
て
く
る
。

一
八
二

　
話
法
の
心
事
達
部
を
例
外
と
し
て
除
外
す
れ
ば
、
「
孔
乙
巳
」
や
「
一
件
小
事
し

に
お
い
て
は
、
回
想
す
る
語
り
手
「
我
」
の
饗
す
る
物
語
行
爲
の
現
在
に
卜
し

て
、
回
想
さ
れ
る
作
中
人
物
「
我
し
の
侵
す
る
物
語
内
容
の
過
去
と
い
う
二
つ
の

時
間
軸
が
、
「
現
在
」
／
「
這
時
」
と
い
っ
た
時
間
の
指
示
子
の
整
然
と
し
た
使
い

分
け
に
よ
っ
て
、
混
同
さ
れ
る
絵
地
な
く
明
確
に
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
　
語
夢
手
「
毅
」
の
二
三
人
物

　
「
我
」
に
よ
る
代
行

　
と
こ
ろ
が
、
魯
迅
の
「
我
」
が
語
る
テ
ク
ス
｝
に
お
い
て
は
巳
時
聞
の
摺
示
子

が
こ
の
よ
う
な
規
範
的
用
法
に
お
さ
ま
る
例
は
む
し
ろ
ま
れ
で
あ
っ
て
、
規
範
か

ら
の
逸
脱
と
、
そ
れ
に
俘
う
語
り
手
「
諾
し
と
作
中
人
物
「
我
」
の
渾
然
一
膿
と

し
た
表
現
こ
そ
、
魯
迅
の
回
想
も
の
濁
特
の
好
情
的
世
界
の
生
成
に
關
干
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
、
そ
の
黙
に
つ
い
て
見
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
や
　

　
（
鯛
）
　
「
故
鰹
」

　
○
我
認
…
識
他
時
・
也
云
過
十
多
歳
・
離
現
在
將
有
三
十
年
了
；
那
時
我
的
父
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
　
還
在
世
・
家
景
副
書
・
我
正
筆
一
個
少
爺
。
（
ミ
8
δ
）

　
○
我
那
時
並
不
知
道
這
所
謂
獲
的
千
慮
旗
二
件
東
西
f
便
是
現
在
也
没
有
知

　
　
旨
旨
ー
只
是
無
端
的
畳
得
状
如
小
狗
而
復
凶
猛
。
（
ミ
ρ
α
）

上
の
「
故
郷
し
の
二
例
で
は
、
物
語
墨
縄
の
今
が
コ
規
在
」
と
言
表
さ
れ
る
の
に

封
し
て
、
物
語
内
容
の
過
去
は
「
那
時
」
と
匝
別
さ
れ
て
お
り
、
規
範
的
な
例
だ

と
い
え
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
例
で
は
、
本
曇
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
で
あ
る
べ
き
物
語
内

容
の
過
去
が
、
「
本
年
（
今
年
）
」
「
現
在
」
と
い
っ
た
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
指
示
子

で
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
結
果
語
り
手
が
あ
た
か
も
物
語
内
容
の
世
界
に
入
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
効
果
が
生
じ
て
い
る
。



○
我
偶
多
年
聚
族
而
居
的
老
屋
・
已
経
学
同
萱
給
別
姓
了
・
交
屋
的
期
限
、
只

　
　
　
く
ハ
　
　

　
　
在
本
年
・
（
ミ
9
雛
）

○
現
萄
我
意
母
親
提
起
了
他
・
我
這
遺
時
的
記
憶
・
忽
而
全
都
閃
電
似
的
蘇
生

　
　
過
來
・
似
乎
看
到
了
我
的
美
麗
的
故
郷
了
。
（
ミ
リ
』
ω
）

　
○
那
西
瓜
地
上
悪
銀
滋
藤
的
小
英
雄
的
影
像
・
我
本
來
十
分
清
楚
・
現
在
却
忽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
地
模
糊
了
・
又
初
裏
非
常
的
悲
哀
。
（
恥
G
◎
伊
○
○
）

　
こ
れ
ら
の
指
示
子
を
、
以
下
の
よ
う
に
コ
這
一
年
し
「
這
馨
し
な
ど
の
イ
ス
ト

ワ
ー
ル
の
指
示
子
に
置
き
換
え
て
み
れ
ば
、
回
想
す
る
現
在
と
回
想
さ
れ
る
過
去

と
い
う
二
つ
の
時
間
系
列
が
回
復
す
る
こ
と
が
、
は
っ
き
り
と
理
解
で
き
る
。

　
○
予
報
多
年
聚
族
而
居
亭
亭
屋
・
聖
経
公
職
責
給
別
姓
了
・
魚
屋
的
期
限
・
只

　
　
在
地
本
年
／
這
一
年
｝
・

　
○
｛
現
在
／
善
時
｝
我
的
母
親
提
起
了
他
・
我
這
児
時
的
記
憶
・
忽
而
全
都
閃

　
　
電
似
的
蘇
生
過
來
・
似
乎
看
到
了
我
的
美
麗
的
故
郷
了
。

　
○
那
西
瓜
地
上
的
器
量
圏
的
小
英
雄
的
影
像
・
我
本
來
十
分
清
楚
・
｛
現
在
／

　
　
這
時
）
却
忽
地
模
糊
了
・
手
使
我
非
常
的
悲
哀
。

　
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
雨
落
で
き
る
の
は
．
本
島
そ
の
言
表
行
爲
①
蓉
鵠
。
鍵
江
。
β
の

圭
騰
で
あ
る
「
我
」
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
物
語
行
爲
の
時
間
で
は
な
く

物
語
内
容
の
時
間
を
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
審
級
貯
。
。
蜜
糞
①
山
。
象
の
8
華
屋
と
し
て

護
話
し
て
い
る
の
は
、
物
語
内
容
に
屡
す
る
作
中
人
物
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
言
い

換
え
る
と
、
そ
れ
ま
で
物
語
黒
熱
に
屡
す
る
語
り
手
「
我
」
鑓
環
露
国
∴
の
語

っ
て
い
た
物
語
言
説
は
、
こ
の
と
き
作
中
人
物
「
我
」
o
鍔
舞
9
賃
∴
に
よ
っ

て
語
り
を
代
行
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
作
中
人
物
が
語
り
手
の
語
り
を
代
行
す
る
と
い
う
事
態
は
、
「
故
郷
」
の
回
想

の
形
式
と
無
縁
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
テ
ク
ス
ト
を
語
る
（
書
く
）
時
黙
A
．
鎌

郷
し
た
時
黙
B
．
回
想
さ
れ
る
幼
少
時
代
C
と
い
う
三
つ
の
時
間
を
内
包
し
た
テ

魯
迅
「
傷
逝
」
に
至
る
回
想
形
式
の
軌
跡

ク
ス
ト
の
形
式
で
あ
る
。
そ
し
て
B
は
、
物
語
行
爲
A
に
題
し
て
物
語
内
容
で
あ

る
と
同
時
に
、
回
想
さ
れ
る
物
語
内
容
C
に
封
し
て
は
そ
れ
を
回
想
す
る
物
語
行

爲
に
な
る
と
い
う
．
二
重
の
性
質
を
併
せ
持
っ
た
特
異
な
時
室
な
の
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
上
の
三
例
に
お
け
る
「
激
し
は
、
第
一
次
の
物
語
行
爲
A
に
郎
し
て
見
れ

ば
作
中
人
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
幼
少
時
代
の
物
語
内
容
C
を
回
想
す
る

主
膿
で
あ
る
た
め
に
、
第
二
次
の
物
語
行
爲
B
に
お
い
て
語
り
手
と
し
て
の
デ
ィ

ス
ク
ー
ル
を
護
話
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
三
つ
の
時
聞
と
二
重
の
物
語
紅
蓮
と
い
う
構
造
に
起
因
す
る
．
作

中
人
物
に
よ
る
語
り
の
代
行
と
い
う
現
象
こ
そ
が
、
「
故
郷
」
の
テ
ク
ス
ト
を
特
徴

づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
テ
ク
ス
ト
全
膿
は
や

は
り
唯
一
の
物
語
行
爲
の
時
黙
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
○
現
三
傑
所
謂
希
望
・
不
測
是
我
自
己
手
製
的
偶
像
磨
？
（
海
G
◎
9
顧
）

こ
こ
で
コ
規
在
」
と
獲
話
す
る
「
我
」
は
、
故
郷
を
離
れ
る
船
に
乗
っ
て
、
こ
の

約
二
週
間
の
露
郷
の
単
離
を
語
る
第
一
次
の
物
語
行
爲
の
語
り
手
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
「
故
郷
」
と
い
う
テ
ク
ス
塾
の
擦
っ
て
立
つ
最
絡
的
な
物
語
行
爲
の
現
在
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
．
「
我
」
が
船
に
乗
っ
て
い
る
こ
の
瞬
間
な
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
「
鮭
戯
」

　
物
語
行
爲
の
場
の
韓
換
を
伴
う
「
故
郷
し
に
渇
し
て
．
「
歓
戯
」
は
物
語
行
爲

／
物
語
内
容
と
い
う
二
つ
の
場
を
端
的
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味

で
、
比
較
的
輩
純
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
北
京
に
移
り
住
ん
で
十
年
遅
な
る
語
り

手
「
我
」
は
、
北
京
で
の
二
回
の
観
劇
の
膿
験
を
語
っ
た
あ
と
、
少
年
時
代
に
母

の
實
家
へ
里
齢
り
し
た
と
き
の
宮
芝
居
の
思
い
出
を
語
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
「
杜
戯
」
に
お
い
て
も
語
り
手
と
作
中
人
物
の
語
り
の
融
合
は
見
ら
れ
る
。

「
祉
戯
」
の
末
尾
の
次
の
例
は
、
時
間
の
指
示
子
の
使
用
と
い
う
瓢
か
ら
明
示
的

で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
き
わ
め
て
印
象
的
な
テ
ク
ス
ト
の
締
め
く
く
り
と
も
な
つ

一
八
三



R
川
本
由
－
國
墨
・
會
㎞
報
　
　
第
囮
エ
ー
六
集

て
い
る
。

　
○
但
我
喫
羅
馬
・
豊
津
没
有
昨
夜
空
豆
潔
斎
好
。

　
　
　
眞
的
・
＝
直
到
現
在
・
我
實
在
再
浸
有
喫
到
那
夜
驚
的
好
豆
・
一
也
不

　
　
再
看
到
翌
夜
似
的
好
戯
了
。
（
Φ
8
ら
り
）

一
行
目
の
「
昨
夜
」
が
、
物
語
行
爲
の
昨
夜
で
は
な
く
、
物
語
内
容
の
中
の
昨
夜

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
故
郷
」
と
同
檬
に
．
作
中
人
物
が

物
語
内
容
の
世
界
か
ち
直
接
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
な
効
果
が
見
ら
れ
る
。
と
こ

ろ
が
次
の
行
で
は
、
瞬
時
に
物
語
行
爲
の
時
動
軸
が
回
復
し
、
語
り
手
は
語
る
現

在
を
コ
場
在
」
と
呼
び
、
語
ら
れ
る
過
去
を
今
度
は
「
那
夜
」
と
い
っ
て
い
る
の

だ
。
そ
の
瞬
間
、
回
想
さ
れ
た
世
界
は
一
氣
に
後
景
へ
と
退
き
、
物
語
行
爲
の
現

在
が
前
景
化
さ
れ
る
。
物
語
行
爲
／
物
語
内
容
と
い
う
秩
序
的
な
二
分
化
が
回
復

さ
れ
て
テ
ク
ス
ト
は
閉
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
杜
戯
」
で
は
、
回
想
す
る
語
り
手
が
語
る
現
在
を
離
れ
て
．
語
ら
れ
る
過
去

へ
と
自
己
没
入
的
に
回
露
す
る
と
き
、
物
語
行
爲
と
物
語
内
容
と
の
境
界
は
融
け

合
い
、
作
中
人
物
「
我
」
が
語
り
手
「
我
」
の
語
り
を
代
行
し
て
し
ま
う
。
時
間

の
指
示
子
の
用
法
に
よ
っ
て
顯
在
化
す
る
テ
ク
ス
ト
の
こ
う
し
た
現
象
が
、
語
り

手
「
我
」
が
幼
少
期
の
作
中
人
物
「
我
し
へ
と
一
謹
化
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

て
お
り
、
そ
こ
に
魯
迅
の
一
連
の
回
想
作
晶
の
拝
情
は
由
解
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
「
親
禧
」

　
「
冠
戯
」
の
よ
う
に
、
物
語
行
為
と
物
語
内
容
が
二
十
年
の
時
間
差
を
持
ち
．

成
人
し
た
藷
り
手
「
擁
し
が
幼
少
期
の
作
中
人
物
「
我
」
を
回
想
す
る
場
合
に
心

し
て
、
爾
者
の
時
間
的
隔
た
り
が
小
さ
い
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
は
、
微
妙
な
摩
擦

効
果
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
例
と
し
て
、
「
親
福
」
が
嫁
げ
ら
れ

る
。

一
「
八
四
、

　
「
覗
福
」
の
冒
頭
も
語
り
手
「
我
」
の
イ
ス
ト
ワ
！
ル
で
始
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
奮
暦
的
年
三
畢
寛
二
藍
年
底
・
（
中
略
）
我
是
正
在
園
一
夜
回
到
我
的
故
郷

　
　
魯
鎭
的
。
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
第
二
天
我
起
得
根
蓬
・
午
飯
之
後
・
出
去
看
痴
情
個
本
家
和
朋
友
；
第
三

　
　
天
寵
慈
愛
。
（
伊
一
）

故
郷
に
録
っ
て
き
た
夜
（
「
這
一
夜
」
）
と
．
そ
の
忠
勤
（
「
第
二
天
」
）
お
よ
び
翌

々
溝
（
「
第
三
天
」
）
は
、
語
ら
れ
る
過
去
の
イ
ス
ト
ワ
！
ル
と
し
て
、
語
る
現
在

か
ら
羅
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
．
こ
れ
ら
の
粥
示
子
の
使
用
に
よ
っ
て
萌
ら
か
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
ま
も
な
く
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
は
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
へ
と
移
行
し
て
い

く
。
そ
の
こ
と
は
指
示
子
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
年
年
如
此
・
家
家
如
此
・
一
衣
冠
買
得
起
礪
禮
和
爆
竹
之
類
的
・
一
今

　
　
年
自
然
也
如
此
。
（
①
』
）

　
○
無
論
如
何
・
我
明
天
決
計
要
走
了
。
（
⑪
」
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
況
且
・
一
想
到
昨
天
遇
見
密
林
捜
的
事
・
也
就
使
我
不
能
安
佳
。
（
ρ
憲
）

　
○
無
論
如
何
・
夕
明
天
決
計
要
走
了
。
（
Q
◎
．
峯
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ふ
　

　
○
我
慢
他
綴
然
的
瞼
色
上
・
又
忽
而
戸
襖
正
以
爲
我
不
早
不
蓬
・
偏
要
在
這
時

　
　
候
來
打
麗
他
・
也
是
一
個
謬
種
・
垣
立
刻
告
訴
他
藩
天
虜
離
開
魯
鎭
・
進
城

　
　
去
・
　
早
放
寛
了
他
的
心
。
（
⑩
』
麟
）

こ
れ
ら
の
例
か
ら
到
断
す
れ
ば
、
「
我
」
は
き
の
う
（
「
昨
天
し
）
竹
林
捜
と
出
禽

い
、
あ
す
（
「
明
窪
し
）
こ
の
魯
鎭
を
去
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た

が
っ
て
、
物
語
を
語
っ
て
い
る
物
語
行
爲
の
現
在
は
、
ま
さ
に
「
昨
天
」
と
「
明

天
」
の
間
の
き
ょ
う
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
「
親
福
」
の
物
語
行
爲
の
時

瓢
は
．
末
尾
に
記
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
記
述
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
○
我
給
那
些
因
三
三
近
穿
而
極
響
的
爆
竹
聲
驚
醒
・
（
中
略
）
・
・
知
道
強
国
五
更



　
　
　
　
　
　
ヘ
ガ
　

　
　
將
近
時
候
。
（
黙
。
一
．
這
）

つ
ま
り
「
四
叔
家
」
で
出
際
を
翌
朝
に
控
え
た
「
五
更
滞
留
時
候
」
に
、
「
祝
幅
し

の
物
語
行
爲
の
現
在
は
設
定
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
、

「
故
郷
」
の
物
語
行
爲
が
故
郷
を
去
る
船
中
に
設
定
さ
れ
て
い
た
の
と
類
似
す
る
。

し
か
も
「
祝
幅
」
に
お
い
て
は
、
物
語
内
容
と
物
語
行
爲
の
時
間
が
き
わ
め
て
接

近
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
て
、
テ
ク
ス
ト
末
尾
の
上
の
引
用
部
分
で
は
物
語
内
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

の
時
間
が
物
語
行
爲
の
時
間
に
追
い
つ
い
て
さ
え
い
る
。

　
「
二
幅
」
の
物
語
内
容
の
圭
要
部
分
は
、
昨
溝
祥
林
捜
に
譲
っ
た
こ
と
と
．
今

旦
彼
女
の
死
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
こ
と
、
そ
し
て
彼
女
の
一
生
を
回
顧
す
る
こ

と
で
あ
る
。
特
に
、
今
翼
日
中
の
部
分
の
叙
述
は
、
物
語
内
容
と
物
語
行
爲
が
同

時
的
に
進
行
し
て
い
る
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
○
不
如
走
禽
・
明
天
進
城
去
。
上
等
縷
的
清
激
魚
翅
・
一
元
一
大
盤
・
償
廉
物

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
美
・
現
在
不
知
増
便
了
否
？
　
往
軍
営
游
的
朋
友
・
錐
然
病
妻
雲
散
・
然
而

　
　
魚
翅
是
不
可
不
芝
煮
・
師
使
只
有
我
一
個
…
…
。
無
論
如
何
・
我
劉
決
計

　
　
要
走
了
。
（
G
Q
．
置
）

こ
の
よ
う
に
語
る
「
我
」
は
、
ま
だ
群
林
艘
の
死
を
知
ら
な
い
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
に
績
く
次
の
文
は
、
物
語
内
容
と
物
語
行
管
に
微
妙
な
ず
れ

が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
○
我
等
爲
常
見
些
但
願
不
如
所
料
・
以
爲
未
必
寛
如
所
説
的
事
・
却
毎
毎
恰
如

　
　
所
心
的
起
來
・
所
以
恨
恐
泊
這
事
也
一
律
。
果
然
・
特
別
的
情
形
開
始
了
。

　
　
（
G
。
」
c
。
）

つ
ま
り
、
こ
こ
に
は
「
我
」
の
事
後
的
な
回
想
が
差
し
挾
ま
れ
て
い
る
。
特
に
．

「
果
然
し
と
い
う
語
は
．
豫
翻
し
た
不
吉
な
出
質
量
が
愛
想
ど
お
り
に
護
生
し
た

こ
と
を
、
語
り
手
「
我
」
が
す
で
に
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
溶
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

魯
迅
「
傷
逝
」
に
至
る
回
想
形
式
の
軌
跡

　
こ
う
し
た
言
説
か
ら
．
「
祝
幅
」
の
語
り
手
「
我
」
が
語
っ
て
い
る
物
語
行
爲

の
時
間
は
、
物
語
内
容
よ
り
も
後
の
翌
明
け
方
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
我
」
は
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
多
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物

語
行
爲
／
物
語
内
容
の
境
界
を
後
景
化
さ
せ
施
出
來
事
を
同
時
進
行
的
に
語
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

四
　
回
想
す
る
「
我
」
／
濁
配
す
る
「
我
」

　
本
稿
で
は
、
第
三
章
で
見
た
こ
う
し
た
語
り
方
を
濁
白
と
呼
び
、
第
二
章
で
例

を
撃
げ
た
規
範
的
な
回
想
と
匿
溺
す
る
こ
と
に
す
る
。
回
想
に
お
い
て
は
、
回
想

す
る
語
り
手
「
我
」
と
回
想
さ
れ
る
作
中
人
物
「
我
」
と
が
、
整
然
と
愛
別
さ
れ

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
三
章
で
取
り
上
げ
た
例
で
は
、
い
ず
れ
も
時
間
の
指
示

子
の
規
範
的
使
用
は
放
棄
さ
れ
、
語
り
手
「
我
」
が
イ
ス
｝
ワ
ー
ル
を
使
用
す
べ

き
地
の
文
が
、
作
中
人
物
「
我
」
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
よ
っ
て
取
っ
て
代
わ
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
回
想
す
る
現
在
と
回
想
さ
れ
る
過
去
と
い
う
二
つ
の

時
間
系
列
の
歴
別
は
潰
え
去
っ
て
、
作
中
人
物
「
我
」
が
物
語
内
容
の
世
界
か
ら

直
接
語
り
か
け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
、
猫
白

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　
濁
自
の
特
徴
を
二
つ
の
馳
か
ら
整
理
し
て
お
く
。
ま
ず
第
一
に
、
部
分
的
な
が

ら
同
時
的
な
語
り
が
實
現
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
與
え
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま

り
．
回
想
に
お
い
て
は
、
物
語
行
爲
の
現
在
と
物
語
内
容
の
過
去
の
あ
い
だ
に

は
．
明
ら
か
に
時
間
の
前
後
關
係
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
醤
し
て
、
譜
面
に
齢
い
て

は
、
「
現
在
」
と
い
う
指
示
子
が
、
物
語
内
容
と
物
語
行
爲
の
爾
…
方
を
指
示
し
ヶ

る
こ
と
に
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
物
語
内
容
と
物
語
行
爲
が
同
時
に
進
行
し
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
注
意
す
べ
き
黙
は
、
魯
迅
に
お
け
る
濁
白
は
、
あ
く
ま
で
も
回
想
と
い

一
八
五



口
掃
本
・
甲
國
鍛
・
會
畠
鞭
　
　
第
四
十
山
ハ
集

う
形
式
の
内
部
に
お
け
る
一
種
の
逸
腕
と
し
て
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
例
え
ば
「
故
郷
」
に
お
い
て
も
、
物
語
行
爲

は
結
局
の
と
こ
ろ
物
語
内
容
に
後
れ
る
あ
る
一
時
黙
に
牧
撮
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
同
時
的
な
語
り
は
一
時
的
な
錯
豊
と
し
て
與
え
ら
れ
る
に
と
ど
ま

る
。
完
全
な
同
時
的
語
り
が
實
現
す
る
た
め
に
は
、
回
想
と
い
う
形
式
を
慶
絶
し

な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
形
式
を
最
初
に
試
み
た
の
が
、
デ
ィ
ス
ク
ー
ル

に
麗
す
る
フ
ラ
ン
ス
語
複
合
過
去
で
一
貫
し
た
カ
ミ
ュ
の
『
異
邦
人
』
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

そ
の
搾
油
プ
ー
ー
グ
リ
エ
や
ベ
ケ
ジ
ト
な
ど
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
濁
白
の
第
二
の
特
徴
は
、
回
想
に
お
い
て
は
語
り
手
「
我
し
と
作
中
入
物

「
我
」
の
境
界
が
明
確
で
あ
っ
た
の
に
封
し
て
、
濁
白
に
お
い
て
は
語
り
手
「
我
」

と
作
中
人
物
「
我
」
の
融
合
な
い
し
不
分
化
と
い
う
効
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
黙
で

あ
る
。
こ
の
黙
に
嘱
し
て
は
、
シ
ュ
タ
ソ
ツ
ェ
ル
閃
鑓
養
囚
。
O
Q
雷
醤
鉱
の
い
う

「
語
り
手
の
作
中
人
物
化
」
と
い
う
指
摘
が
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　
○
元
來
は
作
中
人
物
の
園
丁
∵
空
間
感
彊
に
ふ
さ
わ
し
い
指
示
詞
が
語
り
手
に

　
　
よ
っ
て
繰
り
返
し
徹
底
的
に
使
用
さ
れ
る
場
合
、
そ
こ
に
は
一
種
の
語
り
手

　
　
の
く
作
中
入
物
化
〉
と
い
う
現
象
が
惹
き
起
こ
さ
れ
る
。
（
中
略
）
語
り
手

　
　
を
完
全
に
〈
作
中
人
物
化
〉
す
る
た
め
に
は
、
語
り
の
覗
黙
を
作
中
人
物
の

　
　
「
今
と
此
庭
」
に
、
あ
る
い
は
そ
の
近
傍
に
固
定
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

　
　
　
　
　
　
お
　

　
　
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
シ
ュ
タ
ソ
ツ
ェ
ル
は
．
語
り
手
と
作
中
人
物
が
同
一
人
物
で
は
な
い
く
異

質
物
語
世
界
〉
の
語
り
手
に
つ
い
て
蓮
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
故
郷
」
や

「
祉
戯
」
は
語
り
手
「
我
」
が
自
分
自
身
の
騰
瞼
を
回
想
す
る
と
い
う
く
等
質
物

語
世
界
〉
の
語
り
の
形
式
で
あ
る
た
め
に
、
語
り
手
と
作
中
人
物
が
同
一
化
し
、

物
語
内
容
の
世
界
か
ら
直
接
語
り
か
け
る
よ
う
な
効
果
が
い
っ
そ
う
鮮
覗
に
生
ま

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
八
六

五
　
「
冷
肉
」
の
猫
白
と
自
由
間
接
話
法

　
回
想
形
式
を
極
限
ま
で
推
し
進
め
た
結
果
、
魯
迅
の
到
達
し
た
濁
白
と
い
う
前

衛
的
な
形
式
は
、
「
重
弁
」
と
い
う
作
晶
に
お
い
て
最
大
限
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

本
章
で
は
「
急
逝
」
に
お
け
る
濁
織
す
る
「
我
」
を
、
時
間
の
指
示
子
に
加
え

て
．
新
た
に
自
由
間
接
話
法
の
分
析
を
通
し
て
考
察
す
る
。

　
（
　
）
　
自
由
闘
接
話
法

　
○
莫
非
義
心
了
車
腰
？
　
莫
動
地
被
電
車
撞
傷
了
腰
？
…
…
（
難
ド
翼
）

　
物
語
の
冒
頭
近
く
、
「
我
」
が
懸
人
・
子
君
の
訪
問
を
待
ち
こ
が
れ
る
場
面
で

は
、
上
の
よ
う
な
潟
町
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
文
は
、
時
間
の
指
示
子
が
用
い
ら
れ

て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
ら
か
に
作
中
人
物
「
我
」
の
紅
白
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。
「
人
力
車
が
ひ
つ
く
り
返
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
電
車
に
ひ

か
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
作
中
人
物
の
想
念
か
、
「
私
は
そ
の
と

き
…
…
と
思
っ
た
し
の
よ
う
な
諭
達
部
（
先
行
詞
）
に
導
か
れ
る
こ
と
な
く
、
つ

ま
り
語
り
手
に
よ
る
媒
介
を
経
る
こ
と
な
く
、
い
き
な
り
現
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

ハ
が
　

る
。　

こ
の
よ
う
な
表
現
は
西
洋
の
言
語
學
・
文
膿
論
で
は
、
自
由
聞
接
話
法
貯
Φ
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
　

ぼ
象
器
纂
の
℃
①
①
o
財
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
自
由
間
接
話
法
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
　

い
て
、
管
見
の
範
團
で
最
も
遙
切
な
定
義
を
示
し
て
い
る
ウ
ェ
イ
ル
ズ
の
記
述
に

師
し
て
、
そ
の
要
証
を
整
理
し
て
み
る
。

　
ウ
ェ
イ
ル
ズ
は
、
ま
ず
次
の
例
文
に
基
づ
い
て
、
自
由
闘
接
話
法
の
基
本
的
特

徴
を
二
瓢
指
摘
し
て
い
る
。

　
　
例
・
あ
ず
①
。
・
鉱
鼻
．
名
①
鷲
①
び
鍵
滋
8
も
・
Φ
①
讐
①
皿
Φ
嘗
鱒
葺
耽
（
直
接
話

　
　
　
　
法
）

　
　
　
　
○
り
冨
乙
α
勲
箆
夢
暮
甚
塁
≦
巽
①
び
。
信
鯵
傷
8
も
・
8
嘗
①
鉱
①
℃
げ
勢
尺
寸



　
　
　
　
（
間
接
話
法
）

　
　
　
　
影
踏
①
鴫
≦
興
①
び
○
織
民
8
も
・
＄
鋳
の
戴
。
づ
憂
き
鍵
（
自
由
間
接
話
法
）

　
（
一
）
　
自
由
間
接
話
法
は
間
接
話
法
の
一
種
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
標
識

　
　
と
な
る
傳
達
部
（
乙
a
劉
①
鶏
糞
）
を
持
た
な
い
。
そ
の
た
め
作
中
人
物
の
護
話

　
　
と
語
り
手
の
言
葉
と
が
融
合
す
る
。

　
（
二
）
　
自
由
間
接
話
法
は
實
際
の
謹
話
の
恵
急
な
引
用
で
な
い
鮎
で
直
接
話
法

　
　
と
異
な
る
。
一
般
に
現
在
形
は
過
去
形
へ
（
巽
①
↓
≦
o
諾
）
、
一
人
藩
と
二
人

　
　
構
の
人
智
代
名
詞
は
三
人
構
へ
（
譲
。
↓
簿
Φ
翼
）
と
黒
質
さ
れ
る
。

次
い
で
、
本
稿
の
考
察
と
關
連
す
る
以
下
の
よ
う
な
重
要
な
指
摘
を
行
っ
て
い

る
。　

　
例
：
G
o
冨
。
・
鉱
ρ
．
堵
。
鷲
Φ
9
§
島
8
。
・
8
夢
⑦
甦
③
嘗
碧
宏
冨
器

　
　
　
　
8
量
罫
、
（
直
接
話
法
）

　
　
　
　
望
。
・
。
騨
鑓
笹
葺
跨
畠
彪
霧
①
げ
。
毒
“
ぎ
ご
。
⑦
①
芸
。
鉱
。
讐
碧
滋

　
　
　
　
窪
興
。
夢
舞
量
零
（
聞
接
話
法
）

　
　
　
　
臼
滞
日
譲
興
①
9
§
鳥
8
る
・
。
。
窪
。
魯
無
き
お
竃
錺
8
a
零
（
自

　
　
　
　
由
聞
接
話
法
）

　
（
三
）
　
時
間
と
場
所
の
指
示
子
の
近
接
指
示
（
び
霧
①
叶
○
舞
翼
）
か
ら
遠
隔
指
示

　
　
（
注
⑦
器
暮
金
鳥
超
）
へ
の
憂
換
は
、
自
由
間
接
話
法
で
は
お
こ
ら
な
い
。

　
　
そ
の
た
め
自
由
間
接
話
法
は
間
接
話
法
よ
り
も
い
き
い
き
と
し
た
感
じ
を
與

　
　
え
る
。

　
（
四
）
　
直
示
子
（
ダ
イ
ク
シ
ス
）
は
、
物
語
行
爲
に
お
け
る
「
今
」
を
指
す
の

　
　
で
は
な
く
、
物
語
内
容
の
「
駕
し
を
指
す
。
そ
の
結
果
、
語
ら
れ
た
出
來
事

　
　
と
再
話
の
即
急
を
融
合
さ
せ
る
効
果
が
生
ま
れ
る
。

　
本
稿
で
濁
白
と
呼
ん
だ
「
故
郷
し
や
「
冠
戯
」
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
指

示
子
が
、
物
語
行
爲
で
は
な
く
て
、
物
語
内
，
容
の
「
寄
し
を
指
し
て
い
た
の
は
、

魯
迅
「
傷
逝
」
に
至
る
回
想
形
式
の
軌
跡

ウ
笛
イ
ル
ズ
の
こ
の
指
摘
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
自
由
間
接
話
法
に
は
、
英
語
な
ど
で
は
、
動
詞
の
時
翻
の
一
致
な
ど
い
く
つ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

の
明
瞭
な
形
態
上
の
特
徴
が
あ
る
の
に
聾
し
て
、
形
態
鍵
化
の
な
い
中
國
語
に
お

い
て
は
、
「
私
・
い
ま
・
こ
こ
」
と
い
っ
た
糞
蝿
の
歌
況
に
基
づ
く
指
示
子
、
す

な
わ
ち
ダ
イ
ク
シ
ス
以
外
に
は
、
顯
著
な
指
標
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
そ
も
そ

も
中
冗
語
で
は
話
法
と
い
う
こ
と
自
膿
が
一
九
七
六
年
の
望
月
八
十
吉
氏
の
論
文

ま
で
閥
題
と
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
自
由
間
接
話
法
に
至
っ
て
は
一
九
九
〇
年
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　

原
田
壽
美
子
氏
に
よ
る
「
王
蒙
の
「
話
法
ヒ
が
最
初
の
研
究
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
「
傷
寒
」
の
自
由
間
接
話
法

　
以
上
の
よ
う
な
自
由
間
接
話
法
の
基
本
的
な
特
徴
を
お
さ
え
た
う
え
で
、
魯
迅

の
「
傷
逝
」
に
お
け
る
そ
の
用
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
○
我
眞
不
料
這
様
微
細
的
小
事
情
・
寛
二
進
堅
決
的
・
無
畏
的
子
君
以
這
腰
顯

　
　
著
的
攣
化
。
卑
近
來
實
在
攣
得
根
怯
弱
了
・
但
母
后
不
測
業
晒
縷
開
始
的
。

　
　
（
＝
S
駆
φ
O
）

　
「
我
員
不
料
」
で
始
ま
る
文
は
、
語
り
手
の
回
想
な
の
か
、
作
中
人
物
の
濁
白

な
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
綾
く
「
地
密
議
」
で
始
ま
る
交
は
作

中
人
物
「
我
」
の
濁
自
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
開
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
近

來
」
「
今
夜
」
と
い
っ
た
時
言
の
ダ
イ
ク
シ
ス
が
物
語
行
爲
で
は
な
く
物
語
内
容

の
時
勢
を
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
文
が
自
由
間
接
話
法
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
か
ら
で
あ
る
。

　
○
這
二
二
館
詩
歌
・
我
就
早
已
料
磁
壁
；
那
雪
花
膏
便
是
局
長
的
合
子
的
賭

　
　
友
・
一
定
要
去
添
髪
謡
言
・
設
法
報
告
的
。
到
現
在
纏
護
生
捕
験
・
巳
経
要

　
　
算
是
根
晩
的
了
。
其
實
這
在
我
不
能
膏
薬
一
個
打
撃
；
因
爲
我
早
就
決
定
・

　
　
可
以
給
別
人
去
法
諺
・
或
者
教
讃
・
識
者
艶
然
繋
馬
・
也
還
可
以
鐸
黙
書
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
　

　
　
況
且
《
自
由
之
友
》
的
穂
編
輯
便
是
見
過
重
次
的
熟
人
・
爾
月
前
還
通
過

一
八
七



薦
太
甲
⊥
甲
國
塵
丁
會
報
　
　
飾
弟
四
十
六
集

　
　
儒
。
但
我
的
心
却
跳
躍
着
。
那
腰
一
個
無
畏
的
子
君
也
終
了
色
・
尤
其
使
我

　
　
痛
心
；
地
霧
來
似
乎
也
較
爲
怯
弱
了
。
（
一
ミ
」
）

　
こ
れ
も
上
の
例
と
同
様
に
、
「
現
在
」
「
爾
月
前
」
「
近
來
」
と
い
う
ダ
イ
ク
シ

ス
が
い
ず
れ
も
物
語
内
容
の
時
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
由
間
接
話
法

に
よ
る
濁
自
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
引
用
後
部
の
「
但
我
的

心
却
跳
躍
着
」
以
下
は
回
想
と
も
濁
白
と
も
解
醒
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
解
繹
に

よ
っ
て
二
通
り
の
麟
謬
が
考
え
ら
れ
る
。
回
想
な
ら
「
だ
が
私
の
胸
は
ど
き
ど
き

し
て
い
た
。
あ
の
恐
い
も
の
知
ら
ず
の
子
君
が
顔
色
を
憂
え
た
こ
と
が
．
と
り
わ

け
私
の
胸
を
痛
め
た
。
」
と
な
る
の
に
饗
し
、
猫
自
な
ら
「
だ
が
私
の
胸
は
ど
き

ど
き
し
て
い
る
。
あ
の
恐
い
も
の
知
ら
ず
の
子
君
が
顔
色
を
憂
え
た
こ
と
が
、
と

り
わ
け
私
の
胸
を
痛
め
る
の
だ
。
」
と
な
り
、
先
の
定
義
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、

よ
り
い
さ
い
き
し
た
感
じ
が
出
る
。
な
お
、
最
後
の
一
文
は
「
近
來
し
と
い
う
時

間
の
指
示
子
に
よ
っ
て
、
再
び
濁
白
と
受
け
取
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

　
○
生
活
的
路
還
恨
多
・
我
也
捨
象
有
忘
却
翅
子
的
扇
動
・
我
想
。
（
二
八
●
雛
）

　
さ
て
、
傳
達
部
が
後
置
さ
れ
る
場
合
も
、
自
由
間
接
話
法
に
近
い
効
果
が
生
ま

れ
る
。
上
の
よ
う
な
場
合
、
惑
者
は
い
き
な
り
作
中
人
物
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
直

面
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
あ
と
か
ら
「
我
想
」
と
い
う
傳
蓬
部
が
付
加
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
作
中
人
物
／
語
り
手
の
混
同
を
招
か
ず
に
詠
み
進
め
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
。

　
○
這
是
眞
的
・
愛
情
必
須
時
時
更
新
・
生
長
・
創
造
。
我
和
子
君
読
二
面
∴
地

　
　
也
領
魯
地
黙
購
頭
。

　
　
　
険
挨
・
那
是
急
様
的
寧
静
而
幸
禧
的
夜
呵
一
（
一
猿
．
二
）

　
次
に
上
の
例
で
は
、
第
一
文
が
作
中
入
物
の
濁
白
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
あ
る
こ

と
が
、
第
二
丈
に
お
い
て
語
り
手
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
さ
ら
に
轟
く
第
三
丈

は
今
度
は
語
り
手
の
回
想
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
と
な
っ
て
お
り
、
爵
ま
ぐ
る
し
い
轄

一
八
八

換
が
認
め
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
先
の
例
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
完
全
に
傳
蓬
部
が
濡
滅
し
た
た
め

に
、
そ
の
交
が
話
法
の
被
聡
達
部
で
あ
る
こ
と
の
痕
跡
さ
え
失
わ
れ
て
し
ま
い
、

ま
た
時
間
の
指
示
子
も
存
在
し
な
い
と
き
に
は
、
も
は
や
そ
の
言
読
が
語
り
手
の

も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
作
中
人
物
の
も
の
な
の
か
は
到
然
と
し
な
く
な
る
。
次

の
文
が
語
り
手
「
我
」
に
厨
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
作
中
人
物
「
我
」
に
属
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

の
か
を
到
劉
す
る
標
識
は
失
わ
れ
て
い
る
。

　
○
但
又
何
事
硬
不
告
訴
我
幌
？
　
人
魂
該
有
一
個
濁
量
的
家
庭
。
這
様
的
虚

　
　
所
・
是
不
能
居
佳
的
。
（
置
⑦
払
）

　
「
傷
逝
」
を
特
微
づ
け
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
言
読
に
ほ
か
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
濁
卜
す
る
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
「
我
」
／
回
想
す
る
悔
恨
の
「
我
」

　
英
文
學
で
自
由
間
接
話
法
が
本
格
的
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ジ
ェ

イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
以
降
の
こ
と
と
さ
れ
、
心
理
圭
義
的
傾
向
が
深
め
ら
れ
、

や
が
て
〈
意
識
の
流
れ
〉
な
ど
二
十
世
紀
の
文
學
へ
と
連
な
る
潮
流
と
軌
を
同
じ

く
し
て
い
る
。
「
翼
壁
」
に
お
け
る
自
由
聞
接
話
法
の
多
用
も
、
作
品
の
内
容
と

無
縁
で
は
な
い
。
そ
こ
で
最
後
に
、
「
傷
害
」
の
物
語
内
容
に
部
し
て
、
自
由
間

接
話
法
の
効
果
を
考
察
す
る
。

　
「
我
」
と
子
君
の
間
に
徐
々
に
溝
が
深
ま
っ
て
い
く
さ
ま
を
回
想
す
る
部
分
で

は
．
特
に
自
由
間
接
話
法
が
多
く
現
れ
る
。
子
君
の
可
愛
が
っ
て
い
た
犬
を
、
経

濟
的
困
難
か
ら
や
む
を
え
ず
捨
て
て
聾
宅
し
た
「
我
」
は
、
子
君
の
あ
ま
り
の
落

謄
ぶ
り
に
驚
く
。

　
○
但
又
何
至
腰
瓦
曜
？
　
我
還
没
有
説
起
推
在
土
坑
裏
節
事
。
（
這
9
Φ
）

子
君
の
悲
嘆
を
過
剰
だ
と
い
ぶ
か
る
作
中
人
物
「
我
」
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
は
、
子

君
と
「
我
」
の
心
の
隔
た
り
を
示
し
て
い
る
。
第
一
文
の
蜀
白
の
標
識
と
な
り
う



る
モ
ダ
リ
テ
ィ
の
「
麗
」
を
承
け
て
、
第
二
文
は
「
…
…
の
こ
と
は
言
っ
て
い
な

か
っ
た
し
と
い
う
回
想
よ
り
は
、
「
ま
だ
穴
の
中
に
突
き
落
と
し
た
こ
と
は
言
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
な
い
の
に
」
と
い
う
濁
白
に
解
繹
す
る
方
が
要
當
で
あ
ろ
う
。

　
○
現
在
忍
受
着
這
生
活
墜
迫
的
苦
痛
・
大
傘
倒
是
爲
麹
・
便
聖
断
捧
阿
随
・
也

　
　
何
嘗
不
如
此
。
但
子
君
的
識
見
野
寺
乎
只
是
淺
薄
起
來
・
寛
至
於
連
単
一
山

　
　
也
想
不
満
了
。
（
這
9
冨
）

「
現
在
」
と
い
う
指
示
子
に
よ
っ
て
作
中
人
物
の
濁
白
だ
と
確
認
さ
れ
る
第
一
文

で
は
、
生
活
苦
の
責
任
を
子
君
に
鱒
嫁
す
る
自
分
勝
手
な
作
中
人
物
「
我
し
の
言

い
分
が
示
さ
れ
る
。
「
但
」
以
下
の
文
は
標
識
が
不
在
な
た
め
に
、
語
り
手
に
屡

す
の
か
作
中
人
物
に
薦
す
の
か
が
曖
昧
で
あ
る
が
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
写
す
「
似

乎
」
に
着
厨
し
て
、
こ
れ
を
作
中
人
物
「
我
」
の
濁
白
だ
と
受
け
取
れ
ば
、
「
我
」

の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
い
っ
そ
う
増
幅
し
て
感
じ
ら
れ
る
。
次
の
交
も
同
様
で
あ
る
。

　
○
驚
喜
孤
身
枯
坐
・
同
憶
宝
前
・
鋸
引
壁
得
大
孚
年
來
・
只
爲
了
愛
・
一
盲

　
　
目
的
愛
・
i
轟
轟
別
的
人
生
的
要
義
全
盤
疏
忽
了
。
第
一
・
便
是
生
活
。

　
　
人
海
生
活
着
・
銀
玉
有
所
附
麗
。
世
界
上
並
非
没
有
爲
了
踏
継
者
而
開
的
活

　
　
路
；
我
也
還
未
忘
却
翅
子
的
扇
動
・
難
然
比
先
前
巳
経
頽
唐
得
多
…
…
。

　
　
（
憲
ド
お
）

　
こ
う
し
た
濁
自
を
通
し
て
、
現
在
悔
恨
の
手
記
を
執
筆
し
て
い
る
語
り
手
の

「
我
」
と
は
異
な
る
、
も
う
一
人
の
作
中
人
物
の
「
我
」
が
前
景
化
し
て
く
る
。

作
中
人
物
の
「
我
」
と
は
、
こ
う
し
た
猫
白
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
困
難
な
現

賦
を
す
べ
て
子
君
の
せ
い
に
し
、
自
分
は
子
君
の
盲
目
の
愛
の
犠
牲
者
だ
と
考
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
エ
ゴ
イ
ス
ト
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
掲
自
は
．
「
我
」
が
子
君
に
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　

情
の
喪
失
を
傳
え
、
彼
女
に
出
て
い
く
こ
と
を
促
す
直
前
の
第
十
一
段
で
は
、
分

量
的
に
も
特
に
置
碁
に
な
っ
て
い
る
。

　
猫
自
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
「
我
」
の
膨
れ
上
が
っ
た
エ
．
灘
イ
ズ
ム
は
、
子
君
へ

魯
迅
「
傷
逝
」
に
至
る
回
想
形
式
の
軌
跡

の
冷
酷
な
宣
言
の
後
で
訪
れ
た
圖
書
館
の
中
で
も
亡
い
て
い
る
。

　
○
我
想
・
生
活
的
路
還
根
多
・
一
三
是
・
現
掴
婆
様
也
還
是
不
行
的
。

　
　
（
鑓
野
①
）

　
と
こ
ろ
が
、
子
君
が
父
親
に
連
れ
戻
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
で
「
我
」
の
猫
自
に

現
れ
る
の
は
、
一
興
し
て
後
悔
の
念
な
の
で
あ
る
。

　
○
我
爲
什
慶
偏
不
忽
耐
幾
天
・
要
這
様
急
分
地
告
訴
地
誌
話
的
呪
？
（
憲
①
．
一
G
◎
）

　
○
我
不
鷹
該
將
眞
實
読
給
子
君
・
算
学
相
愛
過
・
我
憲
該
永
久
奉
賦
地
我
的
読

　
　
説
。
（
這
S
一
）

　
○
晶
群
詳
論
年
毎
荘
重
子
君
・
勉
便
可
以
毫
無
顧
慮
・
堅
決
地
毅
然
前
行
・
一

　
　
如
我
椚
將
要
同
居
時
機
様
。
（
憲
8
α
）

こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し
後
悔
を
告
白
す
る
の
は
、
子
君
が
出
て
行
く
前
の
「
我
」

と
は
異
な
る
、
室
虚
と
寂
翼
の
中
に
一
人
残
さ
れ
た
「
我
」
な
の
で
あ
る
。
つ
ま

り
、
物
語
内
容
の
エ
ゴ
イ
ス
ト
の
「
我
」
に
よ
っ
て
、
　
一
旦
は
後
景
化
さ
れ
て
い

た
物
語
行
爲
の
悔
恨
の
「
我
」
一
f
テ
ク
ス
ト
冒
頭
で
「
如
果
我
能
鯵
・
我
要
窟

下
餌
薬
悔
恨
和
悲
哀
・
爲
子
君
・
爲
自
己
。
」
と
手
記
を
書
き
始
め
た
「
我
」

一
が
、
よ
う
や
く
こ
こ
で
回
復
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
濁
白
す
る
エ
．
訟
イ
ス
ト
の
「
我
」
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
か
ら
、
再
び
回
想
す
る
悔

恨
の
「
我
」
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
回
濾
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
提
示
さ
れ
る
の

は
、
第
二
十
駿
の
次
の
場
面
で
あ
る
。

　
○
初
春
的
夜
・
還
是
那
面
長
。
長
久
的
枯
七
三
記
起
淘
在
街
頭
所
見
的
葬

　
　
式
・
（
中
略
）
我
現
在
已
経
知
道
他
椚
的
聰
明
了
・
這
是
多
慶
輕
嶽
…
領
脚
的

　
　
事
。
（
憲
Φ
．
閤
）

　
「
初
春
丁
重
」
は
こ
の
手
記
を
執
筆
し
て
い
る
物
語
行
爲
の
時
黙
で
あ
り
、
「
上

午
し
は
そ
の
鷺
の
午
前
、
そ
し
て
「
現
在
し
は
ま
さ
に
語
り
手
の
言
表
行
嚢
の
現

在
な
の
で
あ
る
。

一
八
九



日
本
・
甲
國
學
會
鶉
甲
　
鱗
殖
囚
十
六
仙
集

　
「
傷
心
し
の
自
由
間
接
話
法
が
表
現
し
た
の
は
．
悔
恨
の
語
り
手
「
下
し
に
隠

さ
れ
て
い
た
自
己
中
心
的
な
想
念
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
自
由
聞
接

話
法
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
表
現
さ
れ
う
る
も
の
で
あ
っ
た
。
悔
恨
を
綴
る
と
い
う

眞
情
に
基
づ
い
た
行
爲
が
、
逆
に
「
我
」
の
中
の
冷
酷
な
エ
．
認
を
暴
き
出
し
て
し

ま
う
と
い
う
、
語
り
手
「
我
」
と
作
中
人
物
「
齢
し
を
め
ぐ
る
葛
藤
に
、
こ
の
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
イ
ぱ
は
ヨ

ク
ス
｝
の
も
つ
本
質
的
な
逆
読
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
傷
遜
」
の
評
贋
と

解
澤
の
ば
ら
つ
き
、
「
銭
轡
し
の
わ
か
り
に
く
さ
は
、
ま
さ
に
テ
ク
ス
｝
の
こ
の

よ
う
な
性
質
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
蓮
華
の
研
究
が
取
り
逃
が
し

て
い
た
の
も
、
表
現
そ
の
も
の
に
由
窮
す
る
こ
の
よ
う
な
性
質
だ
っ
た
の
で
あ

る
。

六
　
お
わ
り
に

　
表
現
形
式
や
言
葉
そ
の
も
の
に
部
し
た
研
究
が
、
必
ず
し
も
十
分
に
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
魯
迅
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
、
「
急
逝
」
を
中
心
に
考
察
を
進
め
て

き
た
。
魯
迅
の
一
連
の
テ
ク
ス
ト
が
、
デ
ィ
ス
ク
ス
ー
ル
の
騙
使
に
よ
っ
て
回
想

の
競
落
…
を
獲
得
し
、
さ
ら
に
黒
白
と
自
由
間
接
話
法
と
い
う
前
衛
的
な
形
式
に
よ

っ
て
、
語
り
手
「
我
」
と
作
中
人
物
「
我
」
の
葛
藤
を
草
す
と
こ
ろ
な
く
表
現
し

て
い
る
さ
ま
を
見
て
き
た
。
こ
う
し
た
魯
迅
の
高
度
な
文
學
的
達
成
が
、
詳
述
し

た
テ
ク
ス
ト
の
形
式
な
し
で
は
生
ま
れ
え
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
魯
迅
の
小
読
は
、
中
國
文
學
史
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
文
學
史
と
い
う
観
黙
か

ら
も
、
近
代
小
読
と
し
て
の
評
便
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
は
魯
迅
の
テ
ク
ス
ト

が
、
口
番
や
自
由
間
接
話
法
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
中
國
小
説
に
は
ほ
と
ん
ど
な
じ

み
の
な
か
っ
た
手
法
に
よ
っ
て
、
ま
た
世
界
の
同
時
代
の
丈
學
と
共
通
す
る
手
法

に
よ
っ
て
、
近
代
盗
読
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
と
そ
の
内
實
を
獲
得
し

て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
「
傷
逝
」
の
テ
ク
ス
ト
を
同
時
代
的
に
見
て
み

一
九
〇

る
と
、
物
語
内
容
と
物
語
行
器
の
同
時
性
や
、
語
り
手
の
作
中
人
物
化
と
い
う
黙

に
お
い
て
、
今
世
紀
の
西
洋
の
作
家
た
ち
が
追
求
し
た
の
と
共
通
す
る
特
徴
を
備

え
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
ょ
う
。
例
え
ば
ジ
資
イ
ス
や
ブ
ル
ー
ス
ト
な
ど
の
テ

ク
ス
ト
と
魯
迅
の
「
傷
逝
」
の
間
に
は
、
作
者
が
意
圖
し
た
か
ど
う
か
に
か
か
わ

り
な
く
、
こ
う
し
た
挙
行
栓
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

　
時
聞
の
指
示
子
の
使
い
分
け
に
よ
る
物
語
行
爲
／
物
語
内
容
の
匪
別
は
、
文
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
　

交
や
白
話
小
説
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
魯
迅
の
テ
ク
ス
ト
は
そ
う
し
た

規
範
的
な
物
語
の
表
現
形
式
を
突
破
し
て
、
濁
白
の
よ
う
な
今
世
紀
西
洋
文
學
に

顯
著
な
現
象
を
申
國
語
も
ま
た
表
現
し
う
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
國

語
が
漕
在
的
に
備
え
て
い
た
表
現
の
可
能
性
を
引
き
出
し
、
そ
れ
ま
で
表
現
さ
れ

た
こ
と
の
な
か
っ
た
新
た
な
中
國
語
の
テ
ク
ス
ト
を
實
現
さ
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。　

本
稿
で
は
物
語
論
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
．
語
り
手
の
分
析
を
取
り
入
れ
た
が
、

物
語
論
は
一
般
的
に
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
記
號
論
的
交
學
研
究
の
方
法
で
あ
る

と
同
時
に
、
二
十
世
紀
に
な
っ
て
現
れ
た
新
し
い
交
學
形
式
を
把
握
す
る
た
め
に

有
効
な
方
法
と
し
て
、
む
し
ろ
現
實
の
作
晶
を
後
追
い
す
る
か
た
ち
で
必
然
的
に

生
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
魯
迅
が
そ
う
し
た
同
時
代
性
を
備
え
て
い
る
以

上
、
本
稿
の
よ
う
に
物
語
論
や
テ
ク
ス
ト
の
言
葉
に
印
し
た
丈
膿
論
な
ど
を
ふ
ま

え
た
立
場
か
ら
の
考
察
は
正
當
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
魯
迅
の
文
學
の
全
膿
的
理

解
に
至
る
た
め
に
、
特
に
小
説
史
や
文
政
史
上
の
魯
迅
を
正
し
く
評
儂
す
る
た
め

に
は
、
不
可
鉄
な
作
業
だ
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
上
述
し
た
よ
う
な
濁
白
や
自
由

間
接
話
法
の
中
野
小
説
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
や
外
藩
文
學
と
の
卒
行
性
と
い
う

魚
尾
は
、
作
家
の
意
圖
や
思
想
を
落
零
の
源
泉
と
し
て
追
究
す
る
作
家
論
的
研
究

や
．
何
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
論
じ
る
作
晶
の
内
容
研
究
に
よ
っ
て
は
、
捉
え
き

れ
な
い
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。



　
最
後
に
葱
本
稿
で
取
り
上
げ
た
テ
ク
ス
ト
の
書
誌
を
確
認
し
て
お
く
。

　
　
「
孔
乙
己
」
（
『
薪
青
年
』
第
六
巻
第
四
號
．
一
九
一
九
年
四
月
。
附
記
に
よ
れ
ぽ
．

　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
八
年
多
執
筆
）

　
　
「
一
件
小
事
し
（
北
京
『
農
報
・
週
年
紀
念
層
刊
』
一
九
一
九
年
十
二
月
一
ヨ
）

　
　
「
故
郷
」
（
『
新
青
年
』
第
九
巻
第
一
號
、
　
一
九
一
二
年
五
月
）

　
　
「
祉
戯
」
（
『
小
弓
月
報
』
第
十
三
巻
第
十
二
號
．
　
一
九
二
二
年
十
二
月
）

　
　
　
　
以
上
一
九
二
三
年
八
月
『
胸
賊
』
に
牧
録

　
　
「
親
福
」
（
『
東
方
難
門
戸
第
二
一
巻
第
六
號
、
一
九
二
四
年
三
月
二
五
隠
）

　
　
「
傷
逝
」
（
雑
誌
初
出
な
し
．
初
版
本
末
尾
に
「
一
九
二
五
年
十
月
二
一
廼
畢
」
）

　
　
　
　
以
上
一
九
二
六
年
八
月
『
彷
仙
俣
』
に
牧
録

　
　
ム
参
考
「
蕪
臼
事
重
提
」
　
（
躍
奔
一
原
』
　
一
九
二
六
年
三
日
μ
～
十
二
月
亀
　
　
一
九
二
七
年
五
為

　
　
　
　
　
　
　
八
月
）

　
　
　
　
一
九
二
八
年
九
月
『
朝
花
夕
影
臨
と
改
題
し
て
輩
行
出
版

回
想
す
る
「
我
」
と
回
想
さ
れ
る
「
我
」
の
匿
別
が
整
然
と
保
た
れ
て
い
る
二
作

が
ま
ず
書
か
れ
、
次
い
で
「
故
郷
」
「
祉
戯
」
「
祝
薄
し
と
、
徐
々
に
濁
白
す
る

「
我
」
が
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
「
傷
逝
し
は
、
雑
誌
に
護
表

さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
、
『
彷
裡
』
に
深
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
「
二
三
」
以
後
の
魯
迅
が
、
回
想
形
式
で
創
作
を
行
う
の
は
「
濡
事
重
提
」
で
．

の
ち
『
朝
花
夕
拾
』
と
改
題
さ
れ
て
順
行
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
「
藤
野
先

生
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、
魯
迅
濁
特
の
拝
情
は
健
在
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は

も
は
や
、
虚
構
世
界
を
構
築
す
る
意
志
は
見
ら
れ
ず
、
い
わ
ゆ
る
雑
交
へ
と
向
か

う
後
期
の
魯
迅
の
姿
が
あ
る
だ
け
だ
。
一
方
、
『
野
草
』
や
『
故
事
新
編
』
は
、

本
稿
で
見
た
一
連
の
「
我
」
の
回
想
す
る
テ
ク
ス
ト
と
は
ま
た
異
質
で
あ
る
よ
う

に
思
う
。
回
想
形
式
の
極
限
を
追
求
し
、
離
籍
に
よ
っ
て
畿
存
の
秩
序
的
物
語
言

語
を
破
壊
す
る
可
能
性
を
秘
め
た
魯
迅
の
試
み
は
、
「
傷
病
」
が
最
後
と
な
っ
た

　
　
　
　
魯
迅
「
傷
逝
」
に
至
る
回
想
形
式
の
軌
跡

の
で
あ
る
。

注
（
1
）
〇
三
寳
政
美
「
魯
迅
「
傷
恥
し
試
論
」
（
『
碍
本
中
國
學
會
報
』
三
二
．
一
九

　
八
○
）

（
盤
）
　
○
丸
山
昇
門
「
心
傷
漸
ご
札
記
」
（
『
ふ
甲
哲
文
…
學
・
曾
報
』
み
ハ
庵
　
一
九
八
一
）

　
　
　
○
北
岡
正
子
「
虚
言
世
界
へ
の
「
イ
ニ
シ
エ
！
シ
寂
ソ
」
i
一
「
傷
逝
」
の
物

　
語
内
容
偏
（
η
お
茶
の
水
女
子
大
着
順
國
文
學
會
報
』
六
．
一
九
八
七
）

（
3
）
　
○
中
井
政
喜
「
魯
迅
「
傷
心
」
に
回
す
る
壁
え
書
し
（
『
言
語
文
化
論
集
』
九
一

　
一
、
名
古
屋
大
酒
紹
合
言
語
セ
ン
タ
1
．
一
九
八
七
）

（
4
）
　
○
清
水
賢
一
郎
「
も
う
一
つ
の
「
兵
革
」
i
周
作
入
秩
交
の
予
見
か
ら
し
（
『
し

　
に
か
』
　
一
九
九
三
・
五
，
大
修
館
書
店
）

（
5
）
　
丸
山
昇
「
「
傷
逝
」
札
記
」
二
〇
六
頁
三
～
八
行
。

（
6
）
　
こ
う
し
た
観
黙
か
ら
近
代
小
説
の
形
式
を
論
じ
た
も
の
に
．
陳
李
原
『
中
國
小

　
説
鼓
事
模
式
的
紫
野
』
（
上
海
人
民
出
版
歳
、
一
九
八
八
）
が
あ
る
。

（
7
）
　
ジ
ュ
ネ
ヅ
ト
為
花
輪
光
・
和
泉
涼
一
繹
『
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
i
方
法
論

　
の
試
み
』
（
書
難
風
の
薔
薇
、
の
ち
前
灯
肚
．
一
九
八
五
）
十
五
～
二
三
頁
。

（
8
）
　
バ
ソ
ヴ
噌
二
一
ス
ト
「
フ
ラ
ン
ス
語
動
詞
に
お
け
る
時
稔
の
關
係
し
（
岸
本
通
夫

　
動
転
『
一
般
言
語
學
の
諸
問
題
臨
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
三
）
二
一
九
．
二
二
三
頁
。

（
9
）
　
ヴ
ァ
イ
ン
リ
ヒ
、
脇
阪
豊
ほ
か
謬
『
時
三
論
』
（
紀
伊
國
屋
書
店
、
　
一
九
八
二
）

　
一
八
～
二
〇
頁
。

（
1
0
）
　
バ
ン
ヴ
ご
一
ス
ト
「
代
名
詞
の
性
質
」
（
前
掲
書
所
牧
）
。
指
示
子
三
二
8
富
塁

　
と
は
バ
ン
ヴ
ェ
ー
脚
ス
ト
の
用
語
で
、
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
指
向
す
る
一
連
の
代
名
詞
や

副
詞
の
総
山
。

（
1
1
）
　
拙
稿
「
中
隊
語
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ク
：
ル
／
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
！
時

　
問
の
指
示
子
に
よ
る
形
式
的
識
別
し
（
腕
山
形
大
學
紀
要
（
人
文
科
學
）
』
十
三
－
一
、

　
一
九
九
四
・
一
）
蓼
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
輔



目
太
丁
甲
國
　
學
會
翻
報
　
篤
躍
四
十
六
焔
集

（
嬢
）
　
魯
迅
の
テ
ク
ス
ト
は
、
難
誌
初
出
・
初
版
本
影
印
（
『
噛
威
』
『
彷
倥
』
上
海
文

　
藝
出
版
砒
、
　
一
九
九
〇
）
・
人
民
文
學
出
版
祉
一
九
八
一
年
版
全
集
本
を
参
照
し
．

　
引
用
に
あ
た
っ
て
は
全
集
本
の
頁
・
行
敷
を
付
す
。
傍
線
は
中
里
見
に
よ
る
。
な
お
、

　
言
語
的
分
析
を
圭
眼
と
す
る
本
稿
の
性
質
上
嵩
引
用
文
の
罠
本
語
に
よ
る
　
魏
鐸
は
行

　
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。

（
1
3
）
初
拙
の
『
新
青
年
島
六
一
四
（
一
九
一
九
・
四
）
に
は
、
「
還
』
字
は
な
い
。

（
堪
1
）
　
全
集
本
は
「
・
」
を
加
え
る
。

（
5
エ
）
　
初
出
の
北
京
『
農
報
・
週
年
紀
念
増
判
』
　
一
九
一
九
年
十
二
月
一
ヨ
で
は
，

　
「
子
」
に
作
る
。

（
1
6
）
　
初
出
で
は
為
「
還
是
」
を
「
終
回
」
に
作
る
。

（
1
7
）
　
初
出
で
は
、
「
・
」
を
「
？
」
に
作
る
。

（
1
8
）
　
拙
稿
「
中
國
語
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
／
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
」
二
四

　
〇
頁
参
照
。

（
1
9
）
　
行
論
上
の
必
要
に
よ
り
．
本
節
の
論
旨
・
引
用
は
拙
稿
「
中
三
浦
テ
ク
ス
ト
に

　
お
け
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
／
イ
ス
ト
ワ
ー
ル
」
第
五
章
と
一
部
重
複
す
る
こ
と
を
お
断

　
り
す
る
。

（
2
0
）
　
初
墨
の
『
新
青
年
』
九
一
一
（
一
九
二
一
・
五
）
で
は
，
「
↑
」
に
作
る
。

（
2
1
）
　
初
出
で
は
隔
「
今
年
」
に
作
る
。

（
2
2
）
　
初
出
お
よ
び
初
版
本
は
庵
「
影
象
」
「
厳
重
」
に
作
る
。

（
2
3
）
　
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
は
，
『
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
』
　
の
中
で
、
物
語
行
爲
の
瞬
閲
性

　
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
蓮
べ
て
い
る
。

　
○
文
學
的
語
り
に
含
ま
れ
る
虚
縫
の
一
つ
庵
言
わ
ぽ
看
過
ご
さ
れ
て
し
ま
う
が
ゆ
え

　
　
に
お
そ
ら
く
は
も
っ
と
も
強
力
な
虚
構
と
は
ま
さ
に
．
語
る
行
爲
は
時
間
の
廣
が

　
　
り
を
持
た
な
い
瞬
闘
的
な
行
事
で
あ
る
．
と
い
う
こ
と
だ
。
（
第
六
〇
頁
）

　
○
た
し
か
に
為
ほ
と
ん
ど
の
べ
！
ジ
ご
と
に
わ
れ
わ
れ
は
，
語
り
手
の
現
在
が
圭
人

　
　
公
の
種
々
の
過
去
に
混
同
さ
れ
て
い
る
の
を
認
め
る
に
せ
よ
、
語
り
手
の
現
在
そ

　
　
の
も
の
の
方
は
．
進
展
す
る
こ
と
の
な
い
唯
一
の
時
黙
で
あ
り
食
け
る
の
で
あ

一
九
二

　
　
る
。
　
（
二
日
置
一
｝
貝
）

（
2
4
）
　
初
出
の
『
東
方
雑
誌
』
一
コ
…
六
（
一
九
二
四
∴
二
・
二
五
）
で
は
隅
「
回
到
」

　
を
「
経
過
」
に
作
る
。

（
2
5
）
　
初
繊
で
は
馬
「
個
」
を
「
塵
」
に
作
る
。

（
2
6
）
　
初
出
に
は
、
「
之
類
」
の
二
宇
は
な
い
。
ま
た
初
出
に
は
．
前
後
の
ダ
ヅ
シ
ュ

　
は
と
も
に
な
い
。

（
2
7
）

（
8
露
）

（
2
9
）

（
3
0
）

（
3
1
）

（
3
2
）

初
出
で
は
、
「
事
情
來
」
に
作
る
。

初
出
に
は
篭
「
就
」
字
は
な
い
。

初
出
で
は
．
「
忽
然
而
疑
心
」
に
作
る
。

初
轟
で
は
．
「
・
」
に
作
る
。

初
出
で
は
、
「
こ
に
作
る
。

ジ
ュ
ネ
ッ
ト
『
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
』

二
五
八
～
二
五
九
頁
に
．
こ
う
し
た

　
現
象
の
指
摘
が
あ
る
。

（
3
3
）
　
初
墨
に
は
．
「
現
在
し
の
二
字
は
な
い
。

（
3
4
）
　
ジ
ュ
ネ
ヅ
ト
『
物
量
㎜
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
』
二
五
二
～
二
六
〇
頁
参
照
。
　
な
お
、

　
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
嚴
密
な
分
類
に
よ
れ
ば
．
カ
ミ
ュ
『
異
邦
人
』
は
同
時
的
タ
イ
プ
で

　
は
な
く
て
㌔
挿
入
的
タ
イ
プ
に
鰯
剛
す
。

（
3
5
）
　
シ
ュ
タ
ン
ツ
ェ
ル
，
前
田
彰
二
繹
『
物
語
の
構
造
一
〈
語
り
〉
の
理
論
と
テ

　
ク
ス
ト
分
析
』
（
岩
波
書
店
．
一
九
八
九
）
二
〇
三
頁
。

（
3
6
）
　
さ
ら
に
、
原
文
の
リ
ー
ダ
ー
「
…
…
」
も
一
白
と
誤
断
す
る
人
擦
と
な
り
う

　
る
。

（
3
7
）
　
自
由
聞
接
話
法
δ
ω
蔓
冨
甘
象
器
纂
凱
び
器
と
は
ス
イ
ス
の
バ
イ
イ
O
冨
注
＄

　
切
餌
｝
蔓
の
命
名
で
あ
り
、
英
語
で
は
描
出
話
法
器
嘆
Φ
。
・
①
篤
Φ
儀
G
・
℃
Φ
Φ
o
プ
．
ド
イ
ツ

　
語
で
は
膿
験
話
法
鶏
冨
ぴ
＄
肉
①
α
⑦
と
い
う
名
園
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

（
3
8
）
　
囚
舞
冨
≦
嚢
。
圖
＄
“
添
臣
ミ
§
ミ
隔
ミ
⑦
含
蓼
識
鼻
冥
①
毛
楓
○
鱒
”
轡
。
薦
ヨ
器
”

　
富
G
。
P
℃
箕
鷲
一
6
b
。
．
ほ
か
に
次
の
も
の
も
滲
照
。

　
○
プ
リ
ン
ス
．
遠
藤
健
一
謬
『
物
語
論
章
典
』
（
松
柏
肚
，
　
一
九
九
一
）



○
中
規
ゆ
き
こ
『
自
由
間
接
話
法
i
英
語
の
小
説
に
み
る
形
態
と
機
能
』
（
あ
ぼ

　
ろ
ん
祉
、
一
九
八
三
）

（
3
9
）
　
フ
ラ
ン
ス
語
の
書
き
蕎
葉
で
は
同
じ
過
去
で
も
、
地
の
文
は
輩
純
過
去
、
自
由

　
間
接
話
法
は
孚
過
去
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
で
は
、
間
接
話
法
の
被
傳
達
部
の
動
詞
は

　
弊
風
法
で
あ
る
の
に
指
し
、
自
由
間
接
話
法
で
は
直
接
法
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
英

　
語
よ
り
も
形
態
上
の
特
徴
が
豊
富
な
言
語
が
あ
る
一
方
、
逆
に
ロ
シ
ア
語
で
は
、
間

　
接
話
法
に
お
い
て
も
時
欄
の
一
致
は
必
要
な
く
，
自
由
間
接
話
法
（
ロ
シ
ア
語
文
法

　
で
は
一
般
に
擬
似
直
接
話
法
と
い
う
）
で
も
同
様
で
あ
る
よ
う
に
，
時
欄
に
よ
る
形

　
態
上
の
差
異
の
な
い
言
語
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
日
本
語
に
つ
い
て
は
．
中
川
ゆ
き

　
子
『
自
由
問
接
話
法
』
第
灘
章
、
お
よ
び
次
の
も
の
を
参
照
。

　
○
保
坂
宗
重
「
日
本
語
に
お
け
る
膿
瞼
話
法
－
西
漱
語
の
層
化
話
法
と
の
比
較
に

　
　
お
い
て
」
（
『
茨
城
大
學
教
養
部
紀
要
』
十
一
二
．
一
九
八
一
）

（
4
0
）
　
中
盤
語
の
話
法
に
關
す
る
研
究
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

　
○
望
月
八
十
吉
「
中
國
語
に
お
け
る
直
接
引
渡
の
間
撲
化
」
（
『
中
國
語
學
』
二
二
三

　
　
一
九
七
六
）

　
○
荒
規
満
秀
「
話
法
と
遅
達
動
詞
に
冠
す
る
諸
問
題
」
（
『
中
國
語
學
』
一
ご
一
四
、
一

　
　
九
七
七
）

　
○
原
田
壽
美
子
「
王
蒙
の
「
話
法
」
」
（
『
名
古
屋
學
院
大
學
外
諸
語
學
都
論
集
』
創
刊

　
　
號
．
一
九
九
〇
）

　
○
原
田
壽
美
子
「
申
國
語
に
お
け
る
護
話
の
引
用
一
…
「
説
」
「
聞
」
「
告
訴
」
「
罵
漏

　
　
「
叫
」
に
議
し
て
」
　
（
『
名
古
屋
學
院
大
學
外
國
語
學
部
論
集
』
二
一
二
、
　
一
九
九

　
　
一
）

　
○
原
田
蕎
美
子
「
直
接
引
用
と
間
接
引
用
に
凝
す
る
二
．
三
の
考
察
」
（
『
中
國
語

　
　
學
』
二
三
九
．
一
九
九
二
）

　
な
お
、
自
由
間
接
話
法
の
文
學
作
品
に
お
け
る
機
能
に
つ
い
て
は
、
シ
ュ
タ
ン
ツ
ユ

　
ル
『
物
語
の
構
造
』
が
詳
し
い
。
ま
た
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
、
和
泉
涼
一
・
神
郡
挽
予
謬

　
『
物
語
の
詩
學
一
績
・
物
語
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
』
（
書
難
風
の
蓄
薇
、
一
九
八
五
）

魯
迅
「
傷
漸
ご
に
至
る
嗣
想
形
式
の
軌
跡

　
「
9
言
葉
に
つ
い
て
の
物
語
書
干
し
も
参
照
Q

（
1
桑
）
　
初
版
本
に
は
、
書
名
符
號
《
　
》
は
な
い
。

（
2
塵
）
　
モ
ダ
リ
テ
ィ
に
關
わ
る
「
曙
し
を
標
識
と
し
て
．
こ
の
文
を
作
中
人
物
の
濁
白

　
と
見
な
す
の
が
自
然
な
解
繹
で
あ
る
が
、
な
お
こ
れ
を
語
り
手
の
回
想
と
見
な
す
こ

　
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。
要
す
る
に
時
球
の
な
い
中
國
語
に
お
い
て
は
、
そ
の
爾
老

　
を
形
態
論
的
・
統
語
論
的
に
匪
毒
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
4
3
）
　
こ
の
部
分
を
．
竹
内
好
氏
は
次
の
よ
う
に
二
通
り
に
鐸
し
て
い
る
。

　
○
だ
が
、
何
も
そ
れ
ほ
ど
ま
で
は
、
と
思
う
。
穴
に
突
き
お
と
し
た
話
は
ま
だ
し
て

　
　
な
い
の
だ
。
（
『
魯
迅
選
集
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
．
一
九
五
六
．
一
三
八
頁
）

　
○
な
に
も
そ
れ
ほ
ど
ま
で
と
い
う
氣
が
し
た
。
穴
に
突
き
お
と
し
た
話
は
ま
だ
し
て

　
　
な
い
の
だ
。
（
『
魯
迅
上
宿
』
第
一
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
一
『
三
四
九
～
三
五

　
　
〇
頁
）

　
原
文
に
な
い
「
と
思
う
」
「
と
い
う
氣
が
し
た
〕
と
い
う
傳
達
部
を
付
け
加
え
た
の

　
は
、
恣
意
的
な
謙
謬
だ
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
一
方
、
丸
尾
常
喜
氏
は
第
二
文
を

　
回
想
と
し
て
謬
し
て
い
る
。

　
○
だ
が
い
っ
た
い
、
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
打
撃
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
。
僕
は
ま
だ

　
　
穴
に
突
き
お
と
し
た
こ
と
は
告
げ
て
い
な
か
っ
た
。
（
『
魯
迅
全
集
』
2
、
學
習
研

　
　
究
肚
、
一
九
八
四
．
三
二
七
頁
）

　
自
由
間
接
話
法
の
問
題
を
ふ
ま
え
た
ヨ
本
語
鐸
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
4
4
）
　
「
我
」
の
エ
．
潔
イ
ス
ト
と
し
て
の
側
面
を
的
確
に
指
摘
し
て
い
た
の
は
注
2
前

　
掲
丸
山
論
交
で
あ
っ
た
。
同
論
交
に
は
次
の
よ
う
な
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。

　
○
本
人
の
手
記
を
通
じ
て
そ
の
エ
．
認
イ
ズ
ム
が
譲
者
に
傳
わ
り
得
る
の
は
、
そ
の
筆

　
　
書
す
な
わ
ち
本
人
が
何
ほ
ど
か
そ
の
エ
．
蟹
イ
ズ
ム
を
自
蓋
し
得
て
い
る
か
、
そ
れ

　
　
と
も
本
人
の
底
抜
け
の
無
自
壁
が
、
第
三
者
と
し
て
の
頃
者
に
そ
れ
を
感
じ
さ
せ

　
　
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
作
品
に
お
い
て
、
そ
れ
は
前
者
で
あ
り
．
こ

　
　
の
作
品
が
難
解
だ
と
い
わ
れ
る
の
も
、
登
場
人
物
と
し
て
の
渦
生
、
そ
れ
に
つ
い

　
　
て
「
海
恨
と
悲
哀
」
の
手
記
を
書
い
て
い
る
筆
者
と
し
て
の
畢
生
、
そ
う
い
う
筆

一
九
三



　
　
買
本
中
國
墨
・
會
納
報
　

第
四
十
山
ハ
集

　
　
者
を
創
作
し
て
い
る
作
家
魯
迅
、
と
い
う
三
重
四
重
の
混
黙
が
庵
護
老
の
中
で
と

　
　
も
す
れ
ぽ
混
同
さ
れ
が
ち
で
あ
る
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
（
二
〇
六
頁
）

　
丸
山
氏
が
泪
生
の
エ
．
聡
イ
ズ
ム
を
．
本
人
が
「
自
畳
し
得
て
い
る
か
偏
と
い
う
人
物

　
論
と
し
て
論
じ
る
の
に
饗
し
て
．
本
稿
で
は
そ
れ
を
表
現
の
レ
ベ
ル
に
蔀
し
て
考
察

　
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
4
5
）
　
先
行
論
丈
に
な
ら
っ
て
施
テ
ク
ス
ト
の
一
行
室
臼
を
境
に
し
て
．
全
瞳
を
二
十

　
一
段
に
分
け
る
。

（
4
6
）
　
拙
稿
「
中
國
語
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
／
イ
ス
ト
ワ
！
ル
」
で
は
、

　
文
言
文
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
『
史
記
臨
を
覧
白
話
小
論
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
『
六
十

　
家
小
説
』
を
取
り
上
げ
た
。

一
九
四

本
稿
は
、
第
四
十
二
回
東
北
中
國
學
禽
大
會
（
一
九
九
三
年
五
月
三
〇
罠
．
於
弘
前

大
學
）
に
お
け
る
諮
頭
襲
表
「
回
想
す
る
「
我
』
／
濁
白
す
る
「
我
」
一
…
魯
迅

「
傷
漸
…
」
に
至
る
回
想
形
式
の
軌
跡
し
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。




